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	応用
	抗原情報
	背景
	グルタミン酸に対するGタンパク質共役受容体。リガンド結合により構造変化が起こり、グアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）を介したシグナル伝達が誘導され、下流のエフェクターの活性が調節される。シグナル伝達はホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャー系を活性化し、カルシウム活性化塩素電流を生成する。シナプス可塑性の調節と神経回路網活動の調節に重要な役割を果たしている。グルタミン酸に対するGタンパク質共役受容体。リガンド結合により構造変化が起こり、グアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）を介したシグナル伝達が誘導され、下流のエフェクターの活性が調節される。シグナル伝達はホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャー系を活性化し、カルシウム活性化塩素電流を生成する。シナプス可塑性の調節と神経回路網活動の調節に重要な役割を果たしている。
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	マウス脳溶解物中の GRM5 発現のウェスタンブロット分析。

